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（平成5年4月31日現在)
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本学会は関西大学独逸文学会と称する
本学会は独逸文学･独逸語学の研究および普及をはかることを目的とする
本学会は前条の目的を達成するために次の事業を行なう
1． 毎年1回総会を開く
2． 毎年2回研究発表会を開く
3． 毎年機関誌を発行する
4． その他研究会，講演会などを行う
本学会は次の会員で組織する
1． 本学ドイツ文学科の教授・助教授・専任講師及び助手
2． 本学の教授・助教授・講師および助手の有志者
3． 本学ドイツ文学科学生・院生
4． 本学学生・院生ならびに卒業生の有志者
5． その他本学会の趣旨に賛同する者
本学会は会長1名・委員および幹事それぞれ若干名を置く
1． 委員は本学ドイツ文学科の教授・助教授および専任講師とする
2． 会長は委員会が会員中から推薦する任期は2年とし重任を妨げない
3． 幹事は本学ドイツ文学科の助手。および互選された学生・院生・卒業生
の若干名に委員が委嘱する
任期は1年とし留任を妨げない
機関誌の編集委員は本学会の委員の互選による若干名とする
会計年度は4月1日より翌年3月31日までとする
会費は年額3,000円とする
本学会の事務所は本学文学部ドイツ文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行なう
〔備考〕会費年額3,000円（第8条）は昭和60年度よりとし，59年度以前
入学の学部学生の前納会費は据置とする
第4条
第5条
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執筆者紹介（掲載順）
塩見浩司 宮崎産業経営大学専任講師
志田 章 関西大学非常勤講師
渡辺有而 関西大学教授
永井達夫 関西大学非常勤講師
藪前由紀 平成5年3月関西大学大学院博士課程後期修了
河合良三 関西大学非常勤講師
須摩 肇 平成5年3月関西大学大学院博士課程後期修了
北）i 尚 関西大学大学院博士課程後期在学中
編集後記
本号から発行日を従来より3か月早めて3月末とすることが，昨年7月の総会で議
決されました．そのため原稿の締切日も大幅に繰り上がりましたが，幸い執筆申込者
全員が期限に間に合い，予定よりはるかに早く発行に至ったことを嬉しく思います．
本号のもう一つの特色は．ゴート語と古ザクセン語に関する3編の論文によるくゲ
ルマン語の歴史＞特集を組んだことです．比較言語学の流れを汲むオーソドックスな
言語研究が， ドイツを始め各国で近年漸く復活しつつある捉古ドイツ語・ゲルマン
語研究の新しいメッカとなることを目指す本学ドイツ文学科に，ゲルマン諸語及び古
典語に取り組む若手の研究者が増え着実に成果を挙げているのは,頼もしい限りです．
ドイツ語教育の危機が叫ばれ，全国学会でのシンポジウムのほぼ半数が教授法をテ
ーマに採り上げている現状において，教養か実用かという言い古された二者択一では
なく, 100年を超える日本のドイツ語教育においてそのどちらの立場からも顧みられ
ることが余りにも少なかった第3の立場が必要ではないでしょうか．即ち教師がその
言語史的知識に基づき，現代ドイツ語の授業を通じて，学生の関心をゲルマン語へ，
インド・ヨーロッパ語へ，そして言語全般へと拡大させてゆく方法です． ドイツ語を
学ぶことによって学生の日本語や英語に対する理解も格段に深くなり，将来必要に応
じて第3・第4の外国語を学習するときの一助となる授業－これもまた追求するに
足る理想です．
ご批判をお待ちしております．
杉谷眞佐子，福岡四郎
渡辺有而, D.シャウヴエッカー
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